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講話「かかわりあうことでこそ、自己肯定感は育まれる ：レジメ」

阿 部 幸 泰

HP http://www.h4.dion.ne.jp/ dekunobo/：
~

自己肯定感」の概念についてⅠ：「

存在し、自分は生きていていいんだと感じること。自分はこの世に

コミュニケ－ションについてⅡ：

生きる喜び：イ）人と係わり合う喜び。 ロ）知らないことを知る喜び

「生きる（生活する 」→「人間関係」→「コミュニケ－ション（想いの伝え合い 」） ）

コミュニケ－ションは互いの背景が異なる→やりとり（螺旋的コミュニケ－ション）が大事

背景情報」（別紙：「

：参照）http://dekunobo-abe.web.infoseek.co.jp/batuku/21-kouki/haikei-jyouhou-zu.pdf

家族への支援についてⅢ：

親の専門家への願い： 家族と係わり合う折に留意していること」（ 「別紙：

：参照）http://dekunobo-abe.web.infoseek.co.jp/batuku/19-kouki/kazoku-sien-ryuiten.pdf

オ母サンのもつ機能、心の居場所、しつけ」心の居場所（別紙：「

http://dekunobo-abe.web.infoseek.co.jp/batuku/19-kouki/okaasan-situke-ibasyo.pdf
別紙： 父親のタイプと、オ父サンの機能」「

：参照）http://dekunobo-abe.web.infoseek.co.jp/batuku/20-zenki/titioya-taipu-kinou.pdf

支援者の資質についてⅣ：

（別紙： 利用者の自己決定権と支援の関係の模式図」自立（自律）への支援 「

：参照）http://dekunobo-abe.web.infoseek.co.jp/batuku/21-kouki/syutaisei-sien-mosikizu.pdf

人間相手（支援、教育、育児、保育、療育、等）の仕事には、ゴ－ルはない。

係わるだけでなく、係わり合い続けること（ 。“ ”）Not doing, But being.
知識と技術に裏打ちされた知恵をいかに働かせるかのチャレンジ精神と、自らを検証する勇

気が必要 （与えられる知識は応用が効かない。求める知識は知恵となる ）。 。

「地域で共に生きる社会」とは

単に地域の福祉資源を利用することだけではない。

それ以上に、地域の方々（親も含め）が共に生活する地域社会の構築、意識改革こそが

必要であり、目標となる。 → 地域とは、場所でなく、地域の人々との繋がり。

関係機関・者の連携とは

すぐれたネットワ－クとは、まず情報を共有し、地位や立場とは関係なく、

①（担当のケ－スに抱く）個人的で感覚的な不安や感想も話題にできるような、ざっく

ばらんな場であることがとても重要。

②そのケ－スに関わる周囲の人たちが、お互いの大変さや内面の揺らぎを、仲間として

支え合うこと。

おわりにⅤ：

“ ”障害のある子どもの観方 Children with disabilities are children, first.
生きる（人間関係）＝互いの輔け合い

輔』けるという漢字を使う想いとは？」（別紙：「『

：参照）http://dekunobo-abe.web.infoseek.co.jp/batuku/20-kouki/tasukeru-kanji.pdf

質疑Ⅵ：
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